
Japan Advanced Institute of Science and Technology

JAIST Repository
https://dspace.jaist.ac.jp/

Title
研究開発マネジメントとイノベーション成果 : 「民間

企業の研究活動に関する調査2011」より

Author(s)
古澤, 陽子; 米山, 茂美; 山内, 勇; 枝村, 一磨; 隈

藏, 康一

Citation 年次学術大会講演要旨集, 27: 1051-1054

Issue Date 2012-10-27

Type Conference Paper

Text version publisher

URL http://hdl.handle.net/10119/11200

Rights

本著作物は研究・技術計画学会の許可のもとに掲載す

るものです。This material is posted here with

permission of the Japan Society for Science

Policy and Research Management.

Description 一般講演要旨



― 1051―

２Ｊ２㸲 

研究㛤発࣐ネジ࣓ントとイノ࣋ーࣙࢩンᡂ果 

ؐ「Ẹ間௻業の研究活動に関する調査 2011」よりؐ 

 
 古⃝㝧子㸦科学ᢏ⾡ᨻ策研究ᡤ）㸪⡿山ⱱ⨾㸦Ṋ蔵大学㸭科学ᢏ⾡ᨻ策研究ᡤ）㸪ۑ

山内ຬ㸦࣓ル࣎ルン大学㸭科学ᢏ⾡ᨻ策研究ᡤ）㸪ᯞᮧ一☻㸪㝮⸝ᗣ一㸦科学ᢏ⾡ᨻ策研究ᡤ） 

 
㸯㸬 はじめに 

本報告では、Ẹ間௻業における研究㛤発・イノ࣋ーࣙࢩン活動࡬のྲྀり⤌ࡳについて科学ᢏ⾡ᨻ策研究ᡤ

でᐇ᪋した最㏆の調査ᡂ果のうࡕ、研究㛤発࣐ネジ࣓ントとイノ࣋ーࣙࢩンᡂ果に↔Ⅼをᙜてる。 

まず、ᡃ々がᐇ᪋した「Ẹ間௻業の研究活動に関する調査 2011」のᴫ要およࡧ௻業の研究㛤発活動をᢕᥱ

することのᚲ要性をㄝ明する。その上で、本報告の題目にある研究㛤発࣐ネジ࣓ントとイノ࣋ーࣙࢩンᡂ果

の関ಀ性に↔Ⅼをᙜて、関連したᡃ々の研究ᡂ果の一部を報告する。 

なお、本報告でㄝ明するᡃ々の調査結果は、ணഛ的な分析の結果であり、௒ᚋのヲ⣽分析を通じて内容が

ኚࢃる可能性があることに␃意されたい。 

 

 

㸰㸬 ௻業における研究㛤発活動の重要性 

ᅜの研究㛤発⥲㢠の 7 ๭㉸はẸ間セクターによって負担・ᨭ出されており、日本における研究㛤発活動の

多くの部分はẸ間௻業に担ࢃれている。Ẹ間セクターには⚾❧大学等もྵまれるが、その࡯とࢇどは௻業で

あり、௻業がᅜの研究㛤発活動における中心的なアクターということができる。 

また、௻業は基♏研究等を通じて科学・ᢏ⾡的知識を๰造する主యであるが、それと同時にイノ࣋ーࣙࢩ

ンの๰造主యでもある。大学等が生ࡳ出した、あるいは௻業自らが生ࡳ出した科学・ᢏ⾡的知識を、最⤊的

に⤒῭・社会的価್に㌿᥮していくためには、それらを〇ရ・ࢧーࣅスに㌿᥮していくᚲ要がある。その〇

ရ・ࢧーࣅスを㛤発するのはいうまでもなく௻業であり、それによってึめて⤒῭・社会的価್が生まれる

ことになる。そして௻業がそうした活動から཰┈を⋓得することでᅜ全యとしてのᚠ環的かつ持続的なイノ

࣋ーࣙࢩン・ࢩステ࣒がᐇ現される。 

こうしたことから、ᅜの研究㛤発活動の中心的アクターであり、イノ࣋ーࣙࢩンの๰造主యである௻業の

活動をヲ⣽にᢕᥱすることは、科学ᢏ⾡イノ࣋ーࣙࢩンᨻ策の観Ⅼからも重要であるといえる。 

 

 

㸱㸬 ௻業における研究㛤発活動のᐇ᪋状ἣ－「Ẹ間௻業の研究活動に関する調査 2011」より－ 

㸦㸯）調査のᴫ要 

科学ᢏ⾡ᨻ策研究ᡤでは、これまでのイノ࣋ーࣙࢩン研究の動向とそれらから得られた知見を㋃まえつつ、

Ẹ間௻業の研究㛤発・イノ࣋ーࣙࢩン活動について調査を行っている。そのためのయ系的な調査の一つが「Ẹ

間௻業の研究活動に関する調査」である。この調査は、௻業の研究㛤発活動について、科学ᢏ⾡イノ࣋ーࢩ

ࣙンᨻ策の❧᱌や᥎㐍のための基♏情報をᥦ౪することを意ᅗしたものである。⥲務┬からのᢎ認を受けた

一⯡⤫計調査であり、1968 年ᗘ௨㝆ࡰ࡯毎年ᐇ᪋されている。2007 年ᗘまでは文部科学┬の科学ᢏ⾡・学

⾡ᨻ策ᒁがᐇ᪋してきたが、2008 ᗘから調査データの一ᒙの分析的な活用をᮇして科学ᢏ⾡ᨻ策研究ᡤにᐇ

᪋が⛣⟶された。 

2007 年ᗘまでは資本金 10 ൨෇௨上の௻業を対象としてきたが、2008 年ᗘ௨㝆は資本金 1 ൨෇௨上で研

究㛤発をᐇ᪋している௻業⣙ 3500 社を対象にし、㒑㏦法ཬࡧ Web 法をే用した㉁ၥ⚊調査を行っている。

2011年ᗘ調査では、௻業の主要業種について、研究㛤発費や研究㛤発ேဨ、特チ等の知的㈈⏘活動に関する

事項、研究㛤発のᅜ㝿展㛤、研究㛤発ඃ㐝⛯ไの฼用ᐇ態㸦ᨻ策対ᛂ）などについてデータをྲྀ得した。 

 

㸦㸰）研究㛤発ᢞ資の動向にࡳる௻業の研究㛤発活動 

 本報告では、௻業の研究㛤発活動の主要なインプットのࡦとつである研究㛤発ᢞ資の動向をᴫ観する。 

ᅇ⟅௻業の研究㛤発ᨭ出⥲㢠は 1 社ᙜたりᖹᆒ 51 ൨ 9,144 ୓෇で、うࡕ社内研究㛤発費はᖹᆒ 41 ൨ 3,844

୓෇、うࡕ社外研究㛤発費はᖹᆒ 10൨ 5,390 ୓෇であった。ୗ⾲はこれらを資本金㝵⣭別に集計したもので

ある。 
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⾲㸸資本金㝵⣭別主要業種の 1社ᙜたり研究㛤発費㸦ᖹᆒ್、中央್） 
䠄༢఩䠖ⓒ୓෇䠅

N ᖹᆒ್ ୰ኸ್ N ᖹᆒ್ ୰ኸ್

1൨෇௨上10൨෇ᮍ‶ 480 348.5 100.0 205 121.1 5.0
10൨෇௨上100൨෇ᮍ‶ 431 1947.3 323.0 226 153.8 6.4
100൨෇௨上 235 15898.3 3580.0 183 3210.5 70.6
ྜィ 1146 4138.4 248.5 614 1053.9 10.6

♫ෆ研究開発費 እ㒊ᨭ出研究開発費

 
 

 

᫖年ᗘ㸦2010 年ᗘ）調査における社内研究㛤発費は 1 社あたりᖹᆒ 45 ൨ 370 ୓෇であった。上㏙した通

り、௒年ᗘの社内研究㛤発費のᅇ⟅結果は 1社あたりᖹᆒ 41൨ 3,844୓෇であるため、この 1 年で社内研究

㛤発費は 8.1%減少したことになる。しかし、2010 年ᗘ調査と 2011 年ᗘ調査ではᅇ⟅௻業が一部異なってい

るため、その㐪いが社内研究㛤発費の増減ഴ向に཯ᫎされている可能性がある。そこで、2010 年ᗘ調査と 2011

年ᗘ調査の୧方にᅇ⟅した௻業 753 社のデータのࡳを集計対象として、୧時Ⅼ間のኚ化を分析した。 

  
⾲㸸資本金㝵⣭別 主要業種の 1社ᙜたり社内研究㛤発費のኚ化㸦ᖹᆒ್・中央್、ⓒ୓෇） 

N ᖹᆒ್ 中央್ N ᖹᆒ್ 中央್

�൨෇௨上��൨෇未‶ 286 470.7 113 288 621.4 112.5
��൨෇௨上���൨෇未‶ 287 966.4 324 285 1221.1 300
���൨෇௨上 180 16580.5 3775 180 17505.5 3932.5
合計 753 4510.6 314 753 4884.4 300

����年ᗘ調査 ����年ᗘ調査

 
 
 
཮方にᅇ⟅した௻業の 1 社社内研究㛤発費は、2010 年ᗘ調査ではᖹᆒ 48 ൨ 8,400 ୓෇、中央್ 3 ൨෇で

あったが、2011 年ᗘ調査ではᖹᆒ 45 ൨ 1,000 ୓෇、中央್ 3 ൨ 1,400 ୓෇となっている。資本金㝵⣭別に

ᖹᆒ್と中央್の୧方で見た場合、௻業つᶍの大きい௻業の減少が目❧つ結果となった。 
ḟに外部ᨭ出研究㛤発費について、まずᨭ出ඛ別の内

ヂをࡳると、機関別には௻業に対するᨭ出が 89.0%、ᆅ

域別にはᅜ内が 73.6%を༨める。ᅜ内⤌⧊に対しては、

ẚ⋡にࡤらつきはあるものの、特定の⤌⧊に集中したᨭ

出ഴ向は࡯とࢇど見られない。その一方で、ᾏ外⤌⧊に

対しては、対௻業のࡳといった業種や対大学・公的研究

機関のࡳといったල合に、特定の⤌⧊に集中したᨭ出ഴ

向がࡳられる。研究㛤発におけるᾏ外⤌⧊の活用に関しては、目的がある⛬ᗘ㝈られているのかもしれない。 

ḟに⤌⧊別ᨭ出ඛを見ると、ᾏ外の大学・公的研究機関࡬のᨭ出は 0.3㸣で、ᅜ内の大学・公的研究機関

のᨭ出の࡬ 7 分の 1 となっている。対௻業ᨭ出をࡳると、ᅜ内では௻業グループ㸦ぶ子会社）࡬のᨭ出が多

く、ᾏ外でも௻業グループ内㸦ぶ子会社）࡬のᨭ出が多いという結果になった。᫖年ᗘにẚ࡭ると、௻業࡬

のᨭ出๭合がやや増え、ᆅ域別にはᅜ内がやや減少している。᫖年ᗘは、ᅜ内のぶ子会社࡬のᨭ出の方が、

ᅜ内のぶ子会社௨外࡬のᨭ出よりも๭合が低かったのに対し、௒年ᗘでは㏫㌿した結果となった。また、᫖

年ᗘにẚ࡭て、ᾏ外௻業(特にᾏ外ぶ子会社)࡬のᨭ出๭合が増ຍしている。 

ᾏ外大学࡬の研究費のᨭ出⤒㊰についてࡳてࡳると、自社関連法ேやᾏ外現ᆅ法ே等を⤒⏤して間᥋的に

ᨭ出している๭合は、11.1%に␃まり、⣙ 90%が┤᥋的なᨭ出であることがうかがえる。 

 外部ᨭ出研究㛤発費についても、2010 年ᗘ調査と 2011 年ᗘ調査の୧方にᅇ⟅した௻業 753 社のデータの

 。を集計対象として、୧時Ⅼ間のኚ化を分析したࡳ

 
⾲㸸資本金㝵⣭別 主要業種の 1社ᙜたり外部ᨭ出研究㛤発費のኚ化㸦ᖹᆒ್・中央್、ⓒ୓෇） 

N ᖹᆒ್ 中央್ N ᖹᆒ್ 中央್

�൨෇௨上��൨෇未‶ 94 214.5 6.0 94 94.5 5.3
��൨෇௨上���൨෇未‶ 132 110.6 7.9 132 133.0 9.3
���൨෇௨上 130 3550.1 100.7 130 3292.0 103.2
合計 356 1394.0 19.3 356 1276.4 17.8

����年ᗘ調査 ����年ᗘ調査

 
  

 

この結果によれࡤ、཮方にᅇ⟅した௻業の一社ᙜたりの社外の研究㛤発費は、2010 年ᗘ調査ではᖹᆒが 12

൨ 7,600 ୓෇、中央್が 1,800୓෇であったが、2011年ᗘ調査ではᖹᆒが 13൨ 9,400୓෇、中央್が 1,900

୓෇と、ᖹᆒも中央್も増ຍしている。 

 

⾲㸸外部ᨭ出研究㛤発費の内ヂ 
ᅜෆ ᾏእ ྜィ

2.1% 0.3% 2.5%
64.9% 25.9% 89.0%

ぶᏊ఍♫ 35.5% 24.1% 37.3%
ぶᏊ఍♫௨እ 29.4% 1.8% 29.5%

6.6% 0.1% 6.6%
ྜィ 73.6% 26.4% 100.0%

௻業䜈のᨭ出

኱学・බⓗ研究機㛵䜈のᨭ出

䛭の௚⤌⧊䜈のᨭ出
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㸲㸬 主ຊ〇ရ・ࢧーࣅス分㔝でのイノ࣋ーࣙࢩン๰出 

本調査では、調査対象௻業の主要業種において過ཤ 3 年間の኎上高が最も大きい〇ရ・ࢧーࣅスを「主ຊ

〇ရ・ࢧーࣅス」と定⩏している。௨ୗでは、新〇ရ・ࢧーࣅス㛤発にಀるᡓ␎や⤌⧊、およࡧ研究㛤発活

動のᡂ果としてのイノ࣋ーࣙࢩンに╔目し、調査結果をᩚ理する。 

 

㸦㸯）主ຊ〇ရ・ࢧーࣅス分㔝における௻業の研究㛤発࣐ネジ࣓ントとイノ࣋ーࣙࢩンᡂ果 

 本報告では、௻業の研究㛤発࣐ネジ࣓ントとして研究㛤発の⤌⧊యไと要⣲ᢏ⾡の㛤発ᡓ␎の 2 つに↔Ⅼ

をᙜて、イノ࣋ーࣙࢩンᡂ果としては、画ᮇ的イノ࣋ーࣙࢩンのᐇ現ᗘ㸦ᢏ⾡的な新つ性をもつ新〇ရ・ࢧ

ーࣅス等のᢞධᐇ現ᗘ）をྲྀり上ࡆる。 

 

研究㛤発の⤌⧊యไ 

 主ຊ〇ရ・ࢧーࣅス㛤発における⤌⧊యไとして、௻業内のྛ部門が研究㛤発活動にどのように関与して

いるかを見たのがୗ⾲である。 

 
⾲㸸部門別ẁ㝵別・研究㛤発活動࡬の関与状ἣ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全య的な特ᚩとして、研究㛤発部門が関与するẁ㝵が㠀ᖖに多い㸦ᖹᆒ 7 ẁ㝵中 6 ẁ㝵）ことが見てྲྀれ

る。研究㛤発部門を㝖くと、Ⴀ業・࣐ーケティング部門は、➇த・事業ᡓ␎の❧᱌に関与することが多いだ

けでなく、研究テー࣐の᥈⣴やỴ定など研究㛤発活動のึᮇẁ㝵においても✚ᴟ的に関与している。このこ

とは、多くの௻業が、㢳ᐈ・ᕷ場のࢽーࢬをᢕᥱしやすいႠ業・࣐ーケティング部門を研究㛤発の᪩いẁ㝵

から関与させ、出ཱྀを見ᤣえた研究㛤発ᡓ␎をとっていることを♧၀する。 

知的㈈⏘部門は、ᙜ然ながら研究・㛤発ᡂ果のᶒ฼化に関する意ᛮỴ定に関与することが多いが、それで

も 57.4㸣に過ぎず、知的㈈⏘部門があっても㸦担ᙜ者がいても）ᶒ฼化に関する意ᛮỴ定自యには関与せず、

知的㈈⏘に関する業務のࡳを担ᙜしていることが多い可能性がある。この場合、ᶒ฼化に関する意ᛮỴ定は、

㛤発の現場で行ࢃれている可能性が高い。 

ḟに、研究ẁ㝵でのྛ部門の関与とイノ࣋ーࣙࢩンᡂ果の関ಀについて見てࡳる。 

ྑᅗは、研究㛤発部門௨外のྛ部門について、研究㛤発

の᪩いẁ㝵㸦研究テー࣐の᥈⣴・Ỵ定・⥅続・ᡴࡕษり

の意ᛮỴ定）で関与した場合とそうでない場合とで、画

ᮇ的イノ࣋ーࣙࢩンのᐇ現๭合がどの⛬ᗘ異なるかを

♧したものである。このᅗから、ᢏ⾡的な新つ性を持つ

イノ࣋ーࣙࢩンのᐇ現については、デザイン部門が᪩い

ẁ㝵で関与している௻業࡯ど画ᮇ的イノ࣋ーࣙࢩンの

ᐇ現ᗘが高まることが確認できる。 

この結果は、〇ရのᢏ⾡的特ᚩや௻業つᶍを考慮して

いないものの、研究㛤発のテー࣐タ定において、デザイ

ン部門が関与することで、最⤊〇ရのヲ⣽をイ࣓ージし

やすいテー࣐タ定を行うことにより、ᢏ⾡的に新つなイ

ノ࣋ーࣙࢩンのᐇ現ᗘが高まる可能性を♧၀している。

また、研究㛤発のテー࣐タ定において、社内のᢏ⾡動向

をᢕᥱしている知的㈈⏘部門の意見をྲྀりධれること

が、画ᮇ的イノ࣋ーࣙࢩンに฿㐩する確⋡を高める可能性も♧၀している。 

ᅗ㸸研究㛤発ẁ㝵での関与と 
画ᮇ的イノ࣋ーࣙࢩンのᐇ現ᗘ 
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ẁ㝵ูのᖹᆒ
㛵୚㒊㛛数
䠄㒊㛛䠅

䚷㼍㻚㻌研究䝔ー䝬の᥈⣴ 91.5% 27.3% 1.5% 56.1% 12.7% 7.7% 㻞㻚0

䚷㼎㻚㻌研究䝔ー䝬の決定䠄䜰䜲䝕䜰ホ౯・㑅ู䠅 92.3% 28.8% 6.1% 48.6% 12.9% 6.9% 㻞㻚0

䚷㼏㻚㻌研究䝔ー䝬の⥅⥆・ᡴ䛱ษ䜚のពᛮ 㻥0㻚㻞㻑 27.5% 10㻚㻢㻑 47.5% 9.1% 4.4% 1.9

䚷㼐㻚㻌開発・஦業化ẁ㝵䜈の⛣⾜のពᛮ決定 83.4% 㻡0㻚㻤㻑 21.5% 㻢㻠㻚0㻑 13.9% 6.4% 2.4

䚷㼑㻚㻌開発の⥅⥆・ᡴ䛱ษ䜚のពᛮ決定 㻤㻢㻚0㻑 38.3% 17.2% 㻡㻤㻚0㻑 10㻚1㻑 5.3% 2.1

䚷㼒㻚㻌研究・開発ᡂᯝの権利化䛻㛵䛩䜛ពᛮ決定 86.1% 19.4% 8.1% 23.9% 57.1% 4.5% 㻞㻚0

䚷㼓㻚㻌➇த・஦業ᡓ␎の❧᱌䛻㛵䛩䜛ពᛮ決定 66.5% 35.1% 23.9% 78.5% 11.7% 4.9% 2.2

㒊㛛ูのᖹᆒ㛵୚ẁ㝵数䠄ẁ㝵䠅 㻢㻚0 2.3 0㻚㻥 3.8 1.3 0㻚㻠 㻺=10㻥0
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要⣲ᢏ⾡の㛤発ᡓ␎ 

主ຊ〇ရ・ࢧーࣅス分㔝での新〇ရ・ࢧーࣅスの㛤発における要⣲ᢏ⾡の㛤発ᡓ␎として、௻業の要⣲ᢏ

⾡・要⣲工⛬の内〇⋡およࡧ新つ㛤発๭合をࡳたものがୗ⾲である。 

 
⾲㸸要⣲ᢏ⾡の㛤発ᡓ␎ 
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要⣲ᢏ⾡の自社㛤発๭合は、75㸣௨上 100㸣未‶とᅇ⟅した௻業が最も多く、全యの 40.8㸣を༨める。一

方、要⣲ᢏ⾡の新つ㛤発๭合は 0㸣㉸ 25㸣未‶とᅇ⟅した௻業が最も多く、全యの 53.0㸣である。すなࡕࢃ、

要⣲ᢏ⾡の㛤発にᙜたっては、᪤Ꮡᢏ⾡を用いてその大部分を自社内で㛤発している௻業が多いことが分か

る。 

ḟに、要⣲ᢏ⾡のᢏ⾡㛤発ᡓ␎とイノ࣋ーࣙࢩンᡂ果の関ಀについて見てࡳる。 

ྑᅗは、要⣲ᢏ⾡の内〇化の⛬ᗘとᢏ⾡的な

新つ性をもつイノ࣋ーࣙࢩンのᐇ現ᗘとの関ಀ

を見たものである。 
このᅗによれࡤ、要⣲ᢏ⾡の自社㛤発๭合と

画ᮇ的イノ࣋ーࣙࢩンのᐇ現ᗘの関ಀは、㏫ U

Ꮠᆺの関ಀにあることが分かる。要⣲ᢏ⾡を自

社で㛤発する๭合が高くなるにつれて、ᢏ⾡的

な新つ性をもつイノ࣋ーࣙࢩンのᐇ現ᗘは高ま

るが、自社㛤発๭合が一定ᩘ㸦75㸣）を㉸える

とイノ࣋ーࣙࢩンのᐇ現ᗘは低ୗする。 

つまり、要⣲ᢏ⾡の内〇化はイノ࣋ーࣙࢩン

にᚲ要だが、過ᗘな内〇化は㏫にイノ࣋ーࣙࢩ

ンを㜼ᐖする可能性があることが♧၀される。 
 

 

㸦㸰）主ຊ〇ရ・ࢧーࣅスの特ᚩ 

 上グの結果は、主ຊ〇ရ・ࢧーࣅスの特ᚩや業種の㐪いによって影響を受けると考えられる。そこで最ᚋ

に、本調査のᅇ⟅௻業の主ຊ〇ရ・ࢧーࣅスの特ᚩについて⡆༢に見てࡳる。ᅇ⟅௻業の多くは、法ே向け

の⤌❧ᆺ〇ရを主ຊ〇ရとしており、全యの 37.4㸣がそれにヱᙜする。また、法ே向けの⣲ᮦᆺ〇ရを主ຊ

とする௻業が 28.0㸣、消費者向けの⤌❧ᆺ〇ရを主ຊとする௻業が 12.5㸣とそれに続く。これらにຍえて、

〇ရアーキテクチャの㢮ᆺや基本タ計・ᢏ⾡要⣲のᶆ‽化の⛬ᗘ、カスタ࣐イࢬ特性等についても調査して

おり、多くのᅇ⟅௻業の主ຊ〇ရ・ࢧーࣅスは、᧿り合ࢃせᆺでカスタ࣐イࢬᆺというᢏ⾡的特ᚩを持って

いるという結果が得られている。 

 

 

㸳㸬 おࢃりに 

 本報告では、Ẹ間௻業の研究㛤発活動における࣐ネジ࣓ントとして、研究㛤発の⤌⧊యไと要⣲ᢏ⾡にか

かるᢏ⾡㛤発ᡓ␎をྲྀり上ࡆ、イノ࣋ーࣙࢩンᡂ果との関ಀについて考察した。その結果、ᢏ⾡の内〇⋡と

新つ㛤発ẚ⋡のバランスや研究㛤発のึᮇẁ㝵での⤌⧊యไがイノ࣋ーࣙࢩンの生㉳確⋡に影響を与える可

能性が♧၀された。௒ᚋの研究の方向性としては、イノ࣋ーࣙࢩンᡂ果の生㉳確⋡と研究㛤発࣐ネジ࣓ント

のよりヲ⣽な関ಀ性や、研究㛤発ᡂ果からの཰┈⋓得等についてのධ念な分析がồめられるだろう。 
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